
山梨市学校運営研究会

活気にあふれ魅力ある職場環境づくりと教頭の役割
～教職員の福利厚生,健康に関する諸課題とその解決に向けての取り組み～

本年度は，上記テーマによる３年の計画研究の最終年である。本年度の研究内容と結果

を中心に報告する。

Ｉ研究の内容

３カ年の研究として，まず初年度は教職員対象のアンケート内容を検討したあと調査を

実施して，教職員の健康状態やストレス，職場環境，福利厚生制度や諸権利の行使状況等

に関する実態をデータとして収集した。２年次である昨年度は，その集計結果の考察や比

較・分析を行い，実態把握できた各課題に対して改善方策（教頭としての関与のあり方）

を検討した。そして最終年度の今年度は，実態調査を通して明らかとなった課題をもとに，

教職員集団が存分にそのもてる能力を発揮できる「職場環境」をつくるため，「諸権利の

知識」について教職員向けの啓発を目的としたリーフレットを作成するとともに，職場環

境改善のための「教頭としての関与の在り方のまとめ」を作成した。

Ⅱ研究結果

１リーフレットの作成

「教職員の勤務の環境に関するアンケート」からは，健康に不安を抱える教職員が多

いこと，職場には満足している教職員が多いが，不満な教職員の理由として人間関係や

仕事のやりがいをあげていること，職免やその他・共済等の権利について知らない教職

員が多いことなどの課題が見られる。リーフレットは，これらの課題に対応した構成と

することにした。また，諸権利についての知識を単に羅列するのではなく，事例をもと

にしたＱ＆Ａ方式を取り入れ，教]職員の興味・関心をできるだけ引くよう心がけた。

１ページ目は，リーフレット作成の経緯や目的及び先のアンケート結果の概要を掲載

することにした。２ページ|=|は，「勤務条件」のタイトルのもと休暇について扱うこと

にした。３ページ目は，「研修」のタイトルのもと，研修の種類や内容について扱うこ

とにした。最後に４ページ目は，「公務・通勤災害と福利厚生」のタイトルのもと，公

務災害や職免について扱うことにした。

今後このリーフレットの配布をきっかけに，教I1iili員が諸権利についての関心を高め知

識を深めていくことで，生き生きとした職場環境がつくっていきたいと考えている。

２教頭としての関与の在り方についてのまとめ

「教職員の勤務の環境に関するアンケート」の結果から見えた課題をもとに４つのタ

イトルをつくり，これに対応する教頭としての関与の在り方（改善方策）を昨年度作成

した改善方策をベースにまとめた。
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◆リーフレツツト（４ページ中１，２ページを掲載）
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◆教頭としての関与のあり方のまとめ（一部掲載）

※身体的・精神的な不調を訴える教職員に対して

◎健康について関心を持たせられるような話題や機会を，定期的にもうけられるよう

努力する。

◎職場厚生事業（健康増進事業）や定期的な健康診断・相談を積極的に活用できるよ

う働きかける。

◎先生方は仕事量のアンバランスさや仕事量の多さを感じているので，できるだけ校

務分掌の均等化に努めたり，雑務の排除等に努めたりする。

◎生徒指導や保護者の対応に悩んでいる先生方に対して，できるだけ担任に任せるので

なく，複数（管理職，教務主任，生徒脂導，学年主任，養教等）で指導できる体制

づくりに努力する。

Ⅲ研究のまとめと今後の課題

研究１年目でのアンケート調査の実施，２年目での集計と分析及び改善方策（教頭とし

ての関与の在り方）の作成を受け，今年度はこれまでの研究の成果を教職員に還元できる

「リーフレット」や「教頭の関与の在り方のまとめ」という形で残すことができた。

今後これらの成果物を活用して，職場環境の改善や教職員の健康管理など実践的な取組

を進めていく必要がある。また，取組の検証を進めながら，これらの成果物をより良いも

のにしていきたい。 （研究部長窪田新治）
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